平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＤ

単元：

BOOK 3，Lesson 1
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

　自分の好きなことやものについて適切にスピーチすることができる

評価方法：

【スピーキングテスト】p.9，USE Speak，2の活動とパラレルなタスクを行う。

　教師が一人ずつ生徒を面接する。好きな言葉についてのスピーチとしていくつかのパターンのカードを準備する。カードを1枚渡し，それぞれのカードに基づいて，その人物になったつもりで，指示に従って教師の前でスピーチを行う。
評価基準：A・B・Cの3段階

①②それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

 ①内容

A：カードに従って，5点を含めたスピーチを，みんなに聞こえる声でしている
B：カードに従って，3点～4点についてスピーチをしている
C：カードに従って，2点以下について，小さい声でスピーチをしている。
②言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある
評価課題：

　それぞれのカードに従って，カードに書かれた5点を含め，その人になったつもりで好きな言葉についてのスピーチをしなさい。



解答例：

・Kenの例


Hello, everyone. Look at this.  These are my favorite words.


“Do your best.”

These words were said by my P.E. teacher when I was running on Sports Day.  I was very tired.


I was encouraged by these words.

・Yukaの例


Hello, everyone.  Look at this.  These are my favorite words.


“Take it easy.”

These words were said by my friend before the Brass band Contest.  I was nervous.


I felt relaxed by these words.

・Akiraの例


Hello, everyone.  Look at this.  These are my favorite words.


“Step by Step.”

These words were said by my mother when I was studying for the term-end exam.  I didn’t like studying.


I was encouraged by these words.

留意点


5点を伝えられれば，文の数や表現は解答例に限定せず，内容が伝われば正解とする。






Akira


好きな言葉：Step by step


誰に言われた言葉か：mother


いつ言われたか：期末試験(the term-end exam)の勉強をしているとき


そのときどんな気持ちだったか：勉強が好きではなかった


その言葉でどうなったか：勇気づけられた





Ken


①好きな言葉：Do your best


②誰に言われた言葉か：P.E. teacher


③いつ言われたか：運動会(Sports Day)で走っているとき


④そのときどんな気持ちだったか：とても疲れていた


⑤その言葉でどうなったか：勇気づけられた





Yuka


好きな言葉：Take it easy


誰に言われた言葉か：friend


いつ言われたか：吹奏楽コンクール(Brass band Contest)の前


そのときどんな気持ちだったか：緊張していた


その言葉でどうなったか：リラックスした








